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骨を 1x3mmの面積で全層切除した Refresh (R)群、②R群に軟骨化骨に骨孔をあけるドリリン
グを追加した RD 群、③RD 群に 2x4mm のシートを移植した RDS 群の 3 群に分類した。術後
4 週/12 週で関節軟骨の肉眼スコアによる評価と Safranin-O 染色切片の ICRS スコアによる組
織学的評価を行った。また、移植したシートの局在を確認するため、抗 GFP抗体染色での評価
も行った。 
また、SD ラット由来の軟骨細胞シートを作製後、XenoLight DiR で標識して各モデルに移
植し、in vivoイメージングによる関節内の信号強度を評価した。 
組織学的評価において、1w-/3w-MIA モデルともに、コントロール群に比較して著明な
Safranin-O の染色性低下と著明な関節症性変化を認め、3w-MIAでは 1w-MIA モデルに比較し
て OARSI 及び Mankin スコアが低値で、経時的な軟骨変性の進行が示唆された。GFP ラット
由来の軟骨細胞シートは Safranin-O に良染し、GFP蛍光も確認された。 
術後 4 週の肉眼評価において、R 群では軟骨全層切除した部分で軟骨下骨の露出を認めたの
に対し、RD 群では瘢痕様組織による被覆を認め、RDS 群では軟骨様再生組織による修復を認







む線維軟骨で修復され、ICRS スコアは RDS 群において R/RD 群に比較して有意に高い値を示
した。 








また、in vivo イメージングでは術後 28日目まで関節内に軟骨細胞シートの局在を認めたが、軟
骨修復部の GFP蛍光を認めなかった。これは、修復組織が移植軟骨細胞シート由来ではない事
を示唆するが、他群と比較して組織学的評価が良好であったことから、移植軟骨細胞シートのパ
ラクライン効果がその修復機序に寄与したと考えられた。 
